
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」

の
成
立
と
展
開

六
八

敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」

の
成
立
と
展
開

吉
　
　
野

政
　
　
治

１

　
六
国
史
に
お
い
て
、
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
御
」
は
「
治
め
る
」
「
い

で
ま
す
」
「
奉
る
」
以
下
、
十
六
も
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
多
様
な
意
味

の
拡
が
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
率
と
を
、
中
国
文
献
に
お
け
る
そ
れ
ら
と
比
較

す
る
時
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
違
い
が
見
出
せ
る
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
目

本
的
な
あ
ら
わ
れ
方
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
　
『
日
本
書
紀
』
で
は
動
詞
全

用
例
中
三
割
程
度
で
あ
っ
た
「
い
で
ま
す
」
の
意
を
表
わ
す
「
御
」
の
用
例
が
、

六
国
史
を
下
る
と
と
も
に
次
第
に
増
加
し
、
　
『
続
日
本
後
紀
』
以
降
で
は
九
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

以
上
に
も
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
「
い
で
ま
す
」
の
意
味
の
「
御
」
が
、
六
国
史
以
降
に
見
せ

る
き
わ
め
て
日
本
的
な
変
質
の
過
程
を
追
い
た
が
ら
、
漢
字
と
語
彩
の
関
係
、

漢
語
熟
語
と
文
法
の
間
題
な
ど
に
っ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
文
献
は
、
考
察
の
対
象
と
た
る
動
詞
、
お
よ
び
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
敬

語
接
尾
辞
あ
る
い
は
敬
語
補
助
動
詞
と
し
て
の
「
御
」
が
多
用
さ
れ
る
正
格
漢

文
の
六
国
史
、
及
び
平
安
時
代
中
期
以
降
の
記
録
体
公
家
目
記
な
ど
の
漢
字
文

献
が
主
と
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
語
形
を
定
め
る
の
に
は
、
や
や
不
充
分
な
点

が
あ
る
が
、
そ
の
字
の
意
－
味
と
働
き
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
、
そ
の

点
か
ら
解
明
し
て
い
く
方
法
を
取
る
。
例
え
ぽ
、
『
目
本
国
語
大
辞
典
』
に
敬

語
接
尾
辞
「
御
（
ギ
ョ
）
」
を
説
明
し
て
、

　
　
動
作
を
あ
ら
わ
す
漢
語
に
付
き
、
そ
の
動
作
が
天
子
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

　
　
る
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

と
あ
る
。
こ
れ
も
意
味
・
機
能
か
ら
の
説
明
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
「
ギ
ョ
」
と
い
う
語
彬
の
明
ら
か
な
も
の
に
っ
い
て
の
説
明
で
あ
る

が
、
た
だ
、
そ
の
用
例
の
少
た
い
こ
と
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
も
「
そ
れ
は
稀
有
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
詞
も
限
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る

と
お
り
で
あ
り
、
　
『
目
本
語
尾
音
索
引
・
古
語
篇
』
『
同
・
現
代
語
篇
』
に
も

「
還
御
（
ク
ワ
ソ
ギ
ョ
・
カ
ソ
ギ
ョ
）
」
「
渡
御
（
ト
ギ
ョ
）
」
「
崩
御
（
ホ
ウ
ギ



ヨ
）
」
「
入
御
（
ニ
フ
ギ
ヨ
・
ジ
フ
ギ
ヨ
．
ジ
ュ
ギ
ヨ
）
」
「
帰
御
（
キ
ギ
ヨ
）
」

「
着
御
（
チ
ャ
ク
ギ
ヨ
）
」
「
薙
御
（
コ
ウ
ギ
ヨ
）
」
「
出
御
（
シ
ュ
ツ
ギ
ヨ
）
」
「
臨

御
（
リ
ソ
ギ
ヨ
）
」
「
発
御
（
ハ
ツ
ギ
ヨ
）
」
の
十
語
を
収
め
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
れ
以
外
で
は
、
管
見
で
は
寛
永
版
本
『
吾
妻
鏡
』
等
に
見
え
る
「
遷
御
（
セ

ソ
ギ
ヨ
）
」
「
下
御
（
ゲ
ギ
ヨ
）
」
の
二
語
を
加
え
得
る
だ
げ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
　
「
タ
マ
フ
」
と
訓
読
さ
れ
る
も
の
で
、
右
の
「
御
（
ギ
ヨ
）
」
と
同
じ
く
、

動
作
を
あ
ら
わ
す
語
に
付
き
、
そ
の
動
作
が
天
子
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
「
御
」
が
あ
る
。

　
依
二
去
九
目
雷
事
一
（
天
皇
ガ
）
可
下
令
レ
避
二
御
所
一
給
上
否
。
…
（
中
略
）
…

零
一
評
蟄
不
一
可
一
却
聾
之
由
定
詑
。
一
綴
一
吾
妻
鏡
一
駕
甚
畔
一

醤
家
自
一
南
階
一
下
読
於
庭
圭
　
　
　
一
同
右
疏
杁
后
畔
一

さ
ら
に
、
「
御
」
一
字
に
っ
い
て
は
特
に
訓
む
こ
と
た
く
、
上
置
の
動
詞
と
合

せ
て
敬
語
の
熟
字
訓
を
付
す
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
様
の
機
能
を
果
し
て

い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　
車
駕
俳
山
鰍
ス
蹴
宮
一
十
箇
目
。
　
　
　
（
臨
矧
鵡
繍
『
続
目
本
紀
』
叔
叫
肚
一
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
ホ
セ

　
春
日
野
の
友
鶯
の
鳴
き
別
れ
帰
り
ま
す
問
も
思
御
吾
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
十
・
一
八
九
〇
）

さ
ら
に
ま
た
、
訓
み
を
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
た
い
次
の
よ
う
な
例
も
、
や
は

り
同
様
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

太
上
天
皇
移
」
御
新
實
　
　
一
欝
鶉
一
続
目
本
紀
』
揖
甚
畔
一

　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

　
（
親
王
）
戌
勉
着
」
御
御
袴
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
春
記
』
幸
服
七
辞
叶
）

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
訓
み
の
相
違
す
る
も
の
、
不
明
な
も
の
に
っ
い
て

も
配
慮
し
、
考
察
の
対
象
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

１

　
　
　
シ

ー
　
【
徒
御
】
　
（
天
皇
）
徒
」
御
南
苑
一
命
二
文
人
一
賦
二
七
夕
之
詩
｝

　
　
　
－
一
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頁
０
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
紀
．
１
３
．
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巨
一
Ｕ
　
　
４

２
　
【
移
御
】
　
太
上
天
皇
移
コ
御
新
宮
↓
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
１
６
．
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
】
　
　
２

　
３
　
【
遷
御
】
　
天
皇
遷
」
御
薬
師
寺
宮
イ
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
２
０
．
一
）

　
４
　
【
還
御
】
　
天
皇
還
コ
御
大
塑
言
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
第
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
犯
・
刊
）

　
５
　
【
臨
御
】
　
天
皇
臨
御
。
蕃
客
仰
望
。
　
　
　
　
　
（
後
記
・
１
５
・
刊
）

　
６
　
【
廻
御
】
　
（
天
皇
）
崇
朝
之
講
寛
而
廻
コ
御
本
宮
↓
（
続
後
記
・
〃
・
↓
）

　
７
　
【
転
御
】
　
上
幸
二
神
泉
苑
イ
転
コ
御
冷
然
院
↓
　
　
（
同
右
・
鵬
・
↓
）

　
８
　
【
入
御
】
　
鷲
輿
入
」
御
東
宮
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
代
・
醐
・
↓
）

　
　
　
　
（
用
例
の
上
の
番
号
は
後
表
に
お
け
る
用
例
番
号
で
あ
る
）

　
動
作
を
あ
ら
わ
す
語
に
付
い
て
、
そ
の
動
作
が
天
子
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
御
」
は
、
ま
ず
『
続
目
本
紀
』
以
降
の
正
格

漢
文
体
国
史
の
中
か
ら
纏
っ
て
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
。
右
に
掲
げ
た
用
例
は
、

そ
の
全
て
の
用
例
十
一
種
の
う
ち
八
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
で
注
目
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
る

る
の
は
上
置
さ
れ
た
語
（
徒
・
移
・
遷
・
還
・
臨
・
廻
・
転
・
入
）
が
往
来
の

意
味
の
範
曉
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
六
国
史
で
は
動
詞
用
法

の
「
御
」
の
大
多
数
が
「
い
で
ま
す
」
　
　
す
な
わ
ち
往
来
の
意
味
の
中
に
入

る
も
の
で
あ
り
、
特
に
敬
語
接
尾
辞
「
御
」
の
見
え
は
じ
め
た
『
続
日
本
紀
』

以
降
で
は
、
そ
の
比
率
は
八
割
を
下
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
漢
語
熟
語
を
そ
の
構
成
原
理
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
「
主
語
－
述
語
」
「
述
語

－
補
語
」
「
修
飾
語
－
被
修
飾
語
」
「
並
列
・
選
択
」
「
同
義
語
並
置
」
等
に
た

る
が
、
　
『
楓
文
韻
府
』
に
載
せ
る
「
御
」
の
熟
語
の
中
で
「
同
義
語
並
置
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

構
成
か
ら
成
る
も
の
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
↑
Ｄ
用
い
る
…
…
…
服
御

　
何
乗
る
…
…
…
…
駕
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
寵
愛
す
る
…
…
幸
御

　
臼
防
ぐ
…
・
…
…
：
衛
御
・
璽
御

　
鮒
治
め
る
…
…
…
統
御
・
総
御
・
督
御
・
採
御
・
綾
御
・
薫
御
・
専
御
・
制

　
　
　
　
　
　
　
　
御
・
鎮
御
・
調
御
・
撫
御
・
匡
御

　
り
奉
る
…
…
…
…
進
御
・
供
御
・
奉
御
・
献
御

　
○
り
往
来
…
…
…
…
徒
御
・
移
御
・
入
御
・
幸
御

前
掲
の
六
国
史
の
用
例
の
う
ち
、
中
国
に
も
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

は
「
徒
御
」
「
移
御
」
「
入
御
」
の
三
例
だ
げ
で
あ
る
が
、
そ
の
全
て
が
往
来
の

意
味
の
語
を
上
下
並
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
側
の
用
例
を
次
に
掲
げ
て
お

七
〇

く
。　

上
概
修
二
大
内
↓
絡
二
移
御
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宋
書
・
呉
猟
伝
）

　
后
夫
人
絡
。
侍
二
君
前
↓
息
。
燭
至
二
子
房
中
一
澤
二
朝
服
一
襲
二
燕
服
｛
然
後
入
御
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尚
書
・
大
伝
）

　
朕
徒
コ
御
北
但
↓
勒
コ
労
鞍
甲
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
（
魏
書
・
八
小
朱
栄
伝
）

こ
の
他
に
、
　
「
臨
御
」
も
同
一
漢
字
列
の
も
の
を
中
国
文
献
に
見
出
せ
る
が
、

目
本
側
の
も
の
は
「
天
皇
が
そ
の
場
所
へ
お
で
ま
し
に
た
る
」
意
味
で
あ
る
の

に
対
し
、
中
国
の
方
は
「
君
臨
し
て
統
御
す
る
」
の
意
味
で
あ
り
、
　
「
Ａ
し
て

Ｂ
す
る
」
と
い
う
「
修
飾
語
－
被
修
飾
語
」
の
構
成
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
区

別
さ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
六
国
史
の
用
例
中
、
前
掲
の
「
徒
御
」
「
移
御
」
「
入

御
」
な
ど
中
国
側
に
そ
の
用
例
の
見
え
る
も
の
は
も
と
よ
り
、
「
遷
御
」
「
還

御
」
「
臨
御
」
「
廻
御
」
「
転
御
」
な
ど
の
「
御
」
も
、
本
来
六
国
史
中
に
多
用

さ
れ
る
「
い
で
ま
す
」
の
意
味
の
動
詞
用
法
に
外
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
熟
語
は
往
来
の
意
味
の
語
を
上
下
並
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２
　
　
２

　
中
国
側
の
用
例
に
お
い
て
「
徒
御
」
「
移
御
」
「
入
御
」
「
幸
御
」
（
前
掲
Ｏ
り
）

な
ど
の
熟
語
中
の
「
御
」
が
、
敬
語
接
尾
辞
で
は
た
く
動
詞
と
し
て
捉
え
ら
れ



る
こ
と
は
、
同
じ
同
義
語
並
置
の
構
成
か
ら
成
る
「
服
御
」
「
駕
御
」
「
衛
御
」

「
統
御
」
「
制
御
」
「
調
御
」
（
前
掲
○
○
～
鮒
）
な
ど
の
「
御
」
が
動
詞
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
こ
と
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
本
に
お
い
て

は
、
往
来
の
意
味
を
語
を
上
下
並
置
し
た
「
徒
御
」
「
移
御
」
「
入
御
」
な
ど
の

「
御
」
に
限
っ
て
敬
語
接
尾
辞
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
訓
と
な
っ
た
オ
ハ

ス
一
マ
ス
系
和
語
の
変
化
と
漢
字
の
上
で
の
中
日
の
変
化
と
が
一
致
し
て
影
響

を
与
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
れ
を
詳
細
に
述
べ
る
。

　
こ
の
往
来
を
意
味
す
る
語
に
付
く
敬
語
接
尾
辞
「
御
」
の
訓
み
は
、
　
『
今
昔

　
　
　
　
　
　
イ
デ
オ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
オ
ハ
シ

物
語
集
』
に
「
出
御
シ
テ
」
（
巻
一
第
九
語
）
・
「
入
御
プ
シ
時
」
（
巻
三
一
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
；
〔
私
記
〕

語
）
な
ど
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
語
が
見
え
る
が
、
「
天
皇
御
二
大
極
殿
一
」
（
書
紀

．
姦
・
刊
一
・
「
天
皇
簑
繋
一
一
同
上
・
後
附
・
サ
な
ど
単
独
に
動
向

し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
の
訓
み
も
ま
た
同
じ
く
オ
ハ
ス
．
マ
ス
系
の
語
で
あ
る
。

即
ち
、
こ
の
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
和
語
は
動
詞
と
し
て
の
用
法
と
と
も
に
敬
語

補
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
を
も
併
せ
持
っ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
例
え
ぱ

「
刈
オ
ハ
鶴
］
の
漢
字
「
御
」
は
、
意
味
か
ら
言
え
ぱ
動
詞
の
意
味
と
敬
語
の
意

味
と
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
動
詞
の
意
味
は
「
入
」
の
方
に
移
り
、

「
御
」
は
敬
語
補
助
動
詞
に
変
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
進
め
た

の
が
訓
の
オ
ハ
ス
・
オ
ハ
シ
マ
ス
の
動
詞
か
ら
補
助
動
詞
へ
の
変
化
で
あ
る
。

こ
の
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
語
を
訓
み
に
持
っ
た
「
御
」
と
同
じ
く
、
そ
の
訓
み

と
な
っ
た
和
語
の
影
響
で
敬
語
接
尾
辞
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
、
「
奉
る
」

　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

の
意
味
の
語
を
並
置
し
た
熟
語
の
下
位
に
－
位
置
す
る
「
御
」
に
も
い
く
つ
か
見

出
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
５

　
【
進
御
】
　
以
二
猪
鹿
之
類
↓
永
不
！
得
二
進
御
一
　
　
　
　
（
続
紀
．
２
４
．
十
）

　
　
　
　
　
帝
避
二
正
磐
服
二
錫
紺
一
撤
」
去
常
膳
一
進
」
御
蕗
葬
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
代
・
脳
・
一
）

【
奉
御
】
　
大
僧
都
永
手
自
煎
レ
茶
奉
御
。
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
脳
・
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
　
　
　
〔
Ｏ

【
奏
御
】
修
二
目
本
後
紀
老
、
奏
御
。
　
　
　
　
　
（
続
後
紀
．
１
２
．
十
）

　
【
供
御
】
今
上
謁
二
太
上
皇
於
弘
徽
殿
一
談
之
後
、
供
コ
御
肴
酒
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
信
公
記
・
醐
・
刊
）

　
　
　
　
　
将
軍
家
入
コ
御
左
京
兆
小
町
亭
刈
…
（
中
略
）
…
御
安
座
以
前
供
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
ｚ
　
　
　
Ｆ
ｏ

　
　
　
　
　
御
御
鍾
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吾
妻
鏡
．
四
．
３
６
．
十
）

以
上
が
管
見
で
拾
い
得
た
全
て
の
例
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
「
御
」
は
「
嘗
二

表
宮
正
日
一
警
曇
一
一
書
紀
・
姦
・
刊
一
た
ど
か
ら
一
ツ
ル
系
の
訓

み
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
マ
ツ
ル
系
の
和
語
も
動
詞
と
と
も
に
敬
語
補
助
動

詞
の
意
味
を
も
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
意
味
の
方
の
「
御
」
は

敬
語
接
尾
辞
と
し
て
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
マ
ツ
ル
系
の
語
に
は
「
奉
」
の
字

が
多
用
さ
れ
、
　
「
御
」
字
そ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
往
来
の
意
味
の
語
の
並
置
さ
れ
て
い
る
熟
語
の
下
位
に
位
置
す
る
「
御
」
が

敬
語
接
尾
辞
化
す
る
こ
と
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
訓
読
上
の
問
題
と
と
も
に
、

中
国
語
の
単
音
節
的
性
格
と
目
本
語
の
多
音
節
的
性
格
と
の
相
違
の
問
題
が
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
「
入
御
」
を
例
に
取
れ
ぱ
、
日
本
で
は
こ
の
熟
語
全
体
の
動
詞
の
意
味
は

「
入
」
字
に
よ
っ
て
理
解
し
、
「
御
」
字
の
持
つ
動
詞
と
し
て
の
意
味
は
認
め

が
た
く
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
漢
文
で
は
一
字
一
字
が
意
味
の
糧
り
を

持
っ
て
い
る
一
単
位
で
あ
っ
た
の
が
、
目
本
の
漢
文
に
な
る
と
二
字
で
一
つ
の

意
味
の
纏
り
、
独
立
の
単
位
を
っ
く
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
動
詞
と
し
て
の

意
味
は
、
よ
り
具
体
的
た
意
味
を
示
し
て
い
る
「
入
」
の
字
が
担
当
し
、
「
御
」

は
敬
語
の
意
味
を
受
げ
も
つ
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
同
質
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
六
国
史
の
中
に
お
い
て
も
、
早
く
奈
良
朝
に
成

立
し
、
も
っ
と
も
正
格
の
漢
文
に
近
い
『
目
本
書
紀
』
に
は
、
こ
の
同
義
語
並

置
の
形
の
も
の
は
毘
わ
れ
ず
、
平
安
朝
の
や
や
和
習
を
含
む
『
続
目
本
紀
』
以

降
の
五
国
史
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
続
く
記
録
体
公
家
目
記
に
盛
ん
に
現
わ
れ

る
と
い
う
事
実
が
あ
る
（
表
参
照
）
。
い
ま
往
来
の
意
味
の
も
の
で
公
家
日
記

に
は
じ
め
て
見
出
せ
る
も
の
を
列
挙
す
れ
ぱ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
９
　
【
出
御
】
　
主
上
不
二
出
御
↓
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
信
公
記
・
３
９
・
↓
）

　
１
０
　
【
着
御
】
　
巳
鬼
行
コ
幸
二
条
宮
↓
午
勉
着
御
。
　
　
（
九
暦
・
４
５
・
↓
）

　
ｕ
　
【
渡
御
】
　
（
天
皇
）
於
二
中
門
一
従
二
御
輿
一
下
給
、
御
二
西
対
一
後
渡
御
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
堂
関
白
記
・
上
・
１
９
・
刊
）

１
２
　
【
帰
御
】
　
（
天
皇
）
次
帰
御
之
後
、
有
二
作
文
事
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
経
記
・
７
２
・
刊
）

七
二

　
１
３
　
【
昇
御
】
東
宮
昇
御
、
予
供
コ
奉
御
共
↓
　
　
　
　
（
春
記
・
８
・
刊
）

　
１
４
　
【
上
御
】
　
中
宮
上
御
、
事
了
罷
出
。
　
（
御
堂
関
白
記
・
上
・
ｍ
・
刊
）

　
１
５
　
【
過
御
】
　
（
天
皇
）
過
御
之
後
各
退
出
。
　
　
．
（
左
経
記
・
螂
・
↓
）

　
１
６
　
【
発
御
】
齋
王
発
御
之
路
難
、
不
レ
可
二
必
忌
避
給
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
師
記
・
７
５
・
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
宮
田
裕
行
氏
の
調
査
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
の
和
文

に
見
え
る
漢
語
サ
変
動
詞
の
う
ち
、
「
具
す
」
「
制
す
」
「
奏
す
」
な
ど
の
一
字

漢
語
の
も
の
は
八
三
語
、
「
行
啓
す
」
「
建
立
す
」
「
呪
誼
す
」
「
修
理
す
」
な
ど

の
二
字
漢
語
の
も
の
は
一
二
四
語
で
、
後
者
は
前
者
の
一
・
五
倍
も
あ
り
、
し

か
も
前
者
一
字
漢
語
の
も
の
は
大
和
言
葉
と
複
合
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。　

こ
う
し
た
事
実
も
中
国
語
の
単
音
節
語
的
性
格
か
ら
日
本
語
の
多
音
節
語
的

性
格
へ
変
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
動
詞
と
し
て
の
意
味
を
失
な
い
、
接
尾
辞
化
し
て
い
っ
た

「
御
」
は
、
敬
語
と
し
て
の
機
能
だ
げ
を
浮
び
上
ら
せ
る
こ
と
に
た
る
が
、
前

稿
に
お
い
て
、
六
国
史
で
は
、
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
御
」
は
そ
の
意
味

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
天
皇
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
者
の
行
為
に
限
っ
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
を
見
、
そ
れ
は
公
式
令
な
ど
で
規
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と

推
測
し
た
。
そ
の
動
詞
が
熟
語
の
下
位
に
位
置
し
た
の
で
あ
る
か
ら
接
尾
辞
化

し
た
「
御
」
に
も
そ
の
観
定
は
生
き
る
こ
と
に
な
る
わ
げ
で
あ
る
。
敬
語
接
尾



辞
「
御
」

く
の
は
、

が
天
子
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
人
の
行
為
を
あ
ら
わ
す
語
だ
げ
に
付

こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ト
了
；
－
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
１
８
　
【
停
御
】
　
車
駕
停
コ
御
　
関
宮
一
十
箇
日
。
　
　
　
（
続
紀
．
１
３
．
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
１
９
　
【
留
御
】
　
天
皇
留
コ
御
豊
楽
殿
後
房
刈
　
　
　
　
　
（
三
代
・
４
０
・
十
）

　
２
０
　
【
坐
御
】
　
明
年
當
二
御
衰
日
一
初
坐
コ
御
四
方
拝
一
頗
可
！
有
二
事
忌
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
経
記
・
７
５
・
一
）

　
２
１
　
【
籠
御
】
　
法
皇
御
コ
幸
天
王
寺
二
二
七
目
籠
御
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
錬
抄
・
ｍ
・
刊
）

　
前
節
で
扱
っ
た
敬
語
接
尾
辞
化
し
た
「
御
」
は
本
来
動
作
態
の
往
来
の
意
味

の
語
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
訓
と
た
っ
た
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
和
語
は

動
作
態
の
往
来
の
意
味
と
と
も
に
、
存
在
態
の
有
り
・
盾
り
の
意
味
を
も
併
せ

持
っ
た
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
国
で
は
見
ら
れ
た
い
存
在
態
の
有
り
・
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
意
味
の
動
詞
「
御
」
が
す
で
に
六
国
史
の
中
で
生
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
存

在
態
有
り
・
居
り
の
意
味
の
動
詞
が
、
前
節
で
見
た
動
作
態
往
来
の
意
味
の
動

詞
「
御
」
と
同
じ
よ
う
に
、
語
雅
の
安
定
と
意
味
の
明
確
化
を
は
か
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

「
停
」
「
留
」
「
坐
」
「
寵
」
た
ど
よ
り
具
体
的
な
意
味
を
示
す
同
義
語
を
上
置

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
熟
語
の
下
位
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た

「
御
」
は
動
詞
と
し
て
の
意
味
を
稀
薄
に
す
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
敬
語

　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

接
尾
辞
化
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
の
が
【
停
御
】
【
留
御
】
【
埜
御
】

【
籠
御
】
な
ど
存
在
態
有
り
・
居
り
系
の
語
に
付
い
た
敬
語
接
尾
辞
「
御
」
で

あ
る
。

ｏ
ｏ
　
　
１

　
２
２
　
【
崩
御
】
　
太
上
天
皇
崩
御
後
初
七
。
　
　
　
　
　
（
三
代
・
蜥
・
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
２
３
　
【
轟
御
】
　
太
閤
薙
御
事
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
暦
．
１
５
・
一
）

　
と
こ
ろ
で
、
延
喜
元
（
九
〇
一
）
年
に
奉
進
さ
れ
た
六
国
史
最
後
の
国
史

『
三
代
実
録
』
に
。
「
崩
御
」
と
い
う
語
が
一
例
あ
る
。
ま
た
藤
原
師
輔
の
目
記

『
九
暦
』
の
天
暦
三
（
九
四
九
）
年
八
月
十
三
日
条
に
「
藷
御
」
と
い
う
語
が

一
例
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
「
御
」
も
動
作
を
あ
ら
わ
す
語
に
付
き
そ
の
動
作

が
天
子
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
例
え
ぱ
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
（
御
は
）
時
に
ぽ
名
詞
の
或
も
の
の
後
に
置
か
れ
る
。
然
し
、
そ
れ
は
稀

　
　
有
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
詞
も
限
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
還
御
、
公
家
関

　
　
白
か
が
家
に
還
る
こ
と
。
崩
御
、
天
子
様
の
お
か
く
れ
、
出
御
、
お
出
と

　
　
同
義
。

　
し
か
し
、
　
「
崩
」
ま
た
「
轟
」
の
語
は
「
天
子
死
目
レ
崩
、
諸
侯
日
レ
嘉
、
大

夫
日
レ
卒
、
士
日
二
不
禄
↓
庶
民
日
。
死
」
（
礼
記
・
曲
礼
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、

敬
語
接
尾
辞
「
御
」
を
必
要
と
す
る
ま
で
も
た
く
、
そ
の
語
白
体
が
尊
敬
語
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

あ
る
。
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
単
音
節
語
で
あ
る
中
国
語
で
は
「
崩
御
」
「
藷
御
」

の
例
を
見
な
い
。
と
こ
ろ
が
多
音
節
語
で
あ
る
目
本
語
で
は
こ
れ
以
降
次
第
に

多
用
さ
れ
て
い
き
（
表
参
照
）
、
次
の
よ
う
な
使
用
観
定
め
く
も
の
さ
え
書
か

れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

　
　
崩
御
と
は
帝
王
院
法
王
御
隠
事
也
。
　
　
　
　
　
　
　
（
沙
汰
未
錬
書
）

　
　
天
皇
ノ
死
ヲ
謂
二
崩
御
↓
皇
后
モ
亦
稻
二
崩
御
↓
或
不
レ
構
レ
崩
構
二
轟
御
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
故
実
拾
要
）

　
　
嘉
御
ハ
親
王
女
院
摂
家
大
臣
以
上
ヲ
云
、
　
　
　
　
　
　
（
故
実
拾
要
）

し
か
し
ま
た
、
一
方
で
は
伊
藤
梅
宇
の
『
見
聞
談
叢
』
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の

使
用
に
は
否
定
的
な
意
見
も
付
い
て
ま
わ
っ
た
。

　
　
本
朝
の
令
に
親
王
及
三
位
以
上
の
死
し
玉
ふ
を
嘉
と
云
ふ
。
五
位
以
上
及

　
　
皇
親
を
卒
と
云
ふ
。
六
位
よ
り
平
人
ま
で
を
死
と
構
す
。
勿
論
、
天
子
は

　
　
崩
と
構
す
。
し
か
れ
ど
も
崩
御
轟
御
と
穗
す
る
こ
と
は
昔
よ
り
次
の
世
話

　
　
　
　
マ
マ

　
　
に
と
は
令
に
見
え
ず
。

　
「
崩
御
」
「
嘉
御
」
の
「
御
」
が
前
節
ま
で
に
扱
っ
た
も
の
と
異
な
る
の
は

以
上
の
こ
と
だ
げ
で
は
な
い
。
前
節
ま
で
に
扱
っ
た
同
義
語
並
置
の
彩
か
ら
変

化
し
た
熟
語
で
は
、
上
位
に
位
置
す
る
語
も
下
位
に
位
置
す
る
語
も
本
来
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
用
法
を
取
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ぱ
、
「
鷲
輿
入
コ
御
東
宮
」

（
前
掲
用
例
８
）
は
「
鷲
輿
入
二
東
宮
一
」
で
も
「
鷲
輿
御
二
東
宮
一
」
で
も
成
立

し
得
る
。
た
だ
、
前
者
で
は
敬
語
意
識
が
欠
げ
て
お
り
、
後
者
で
は
鷲
輿
が
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

宮
に
入
っ
た
の
か
出
た
の
か
、
あ
る
い
は
他
所
か
ら
移
っ
た
の
か
が
明
確
に
た

ら
な
い
だ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
崩
御
」
「
轟
御
」
で
は
、
「
太
上
天
皇
崩
後

初
七
」
「
太
閤
魏
事
」
は
成
立
す
る
が
、
「
太
上
天
皇
御
後
初
七
」
「
太
閤
御
事
」

で
は
死
亡
の
事
柄
を
伝
え
ず
文
と
し
て
成
立
し
た
い
。
即
ち
「
崩
御
」
「
轟
御
」

の
「
御
」
は
本
来
そ
れ
自
身
独
立
せ
ず
、
動
詞
と
し
て
の
意
味
・
機
能
は
上
位

に
位
置
し
た
語
の
み
が
、
は
じ
め
か
ら
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「
御
」
の
例
は
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
一
例
見
え
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
ホ
セ

　
３
５
　
【
思
御
】
　
春
目
野
の
友
鶯
の
鳴
き
別
れ
帰
り
ま
す
間
も
思
御
吾
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
・
一
八
九
〇
）

し
か
し
、
連
続
的
に
、
多
量
に
現
わ
れ
だ
す
の
は
、
平
安
時
代
も
中
頃
に
入
っ

て
か
ら
の
『
三
代
実
録
』
の
「
崩
御
」
、
『
九
暦
』
の
「
莞
御
」
以
後
の
こ
と
で

あ
る
（
表
参
照
）
。
い
ま
、
繁
雑
を
避
げ
、
　
『
春
記
』
ま
で
の
初
出
例
を
列
記

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
怖
ミ
〕

　
２
４
　
【
奇
御
】
　
通
レ
夜
御
所
辺
不
レ
閑
、
奇
御
問
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
堂
関
白
記
・
中
・
蜘
・
刊
）

　
２
５
　
【
悩
御
】
冷
泉
院
痢
病
菌
御
由
示
来
、
　
　
（
同
右
・
中
・
１
７
・
一
）

　
２
６
　
【
偉
御
】
　
就
中
勅
封
御
書
新
帝
有
二
軍
御
一
歎
、
　
（
左
経
記
・
螂
・
一
）

　
２
７
　
【
忌
御
】
　
抑
土
用
間
触
二
御
産
一
可
二
忌
御
一
事
　
　
　
（
同
右
・
Ｗ
・
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
“
　
　
Ｏ
リ

　
２
８
　
【
慎
御
】
　
ト
申
云
、
病
事
可
二
慎
御
一
者
、
　
　
　
　
（
同
右
．
３
８
．
十
）

　
３
０
　
【
歎
御
】
　
参
二
御
前
一
内
々
奏
二
此
之
由
↓
有
二
深
歎
御
之
由
刈



３
１３３４３６３７３９３０４１４２４３４４４

４
５

４
６

４
７

【
煩
御
】
　
早
旦
為
二
御
使
一
参
一
東
宮
↓

　
　
　
　
　
（
春
記
・
９
７
・
判
）

目
者
煩
御
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
Ｏ
乙

　
　
　
　
　
（
同
右
．
３
２
．
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

【
驚
御
】
　
御
覧
之
後
、
太
以
驚
御
、
　
　
　
　
　
（
同
右
．
９
３
．
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
　
　
　
Ｏ
）

【
感
御
】
　
天
気
感
御
云
々
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
３
１
．
一
）

【
痛
御
】
　
此
問
猶
苦
痛
御
也
、
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
醐
・
刊
）

【
聞
御
】
　
主
上
不
二
聞
御
一
云
六
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
脳
・
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
１

【
動
御
】
　
御
麗
一
分
不
二
傾
動
御
↓
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
１
０
．
刊
）

【
乗
御
】
　
次
移
コ
乗
－
御
手
車
一
　
　
　
　
　
　
（
左
経
記
・
６
４
・
刊
）

【
下
御
】
　
乗
輿
…
（
中
略
）
…
於
二
左
衛
門
陣
一
下
」
御
御
車
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ム
　
　
Ｏ
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
２
６
．
十
）

【
飲
御
】
　
主
上
飲
御
了
撤
之
、
　
　
　
　
　
　
　
（
春
記
・
舳
・
↓
）

【
着
御
】
　
院
着
」
御
々
唐
衣
裳
一
了
、
　
　
　
　
　
（
同
右
・
郷
・
刊
）

【
除
御
】
　
御
錫
貯
日
時
　
着
御
　
今
月
十
九
日
丙
申
時
戊
四
鮎
　
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
０

　
　
　
　
御
　
廿
一
日
戊
戊
時
戊
四
鮎
　
　
　
（
左
経
記
．
４
４
．
刊
）

【
脱
御
】
　
今
上
着
コ
御
錫
綜
↓
廿
一
日
脱
」
御
錫
紺
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
螂
・
刊
）

【
結
御
】
　
天
皇
披
覧
之
、
如
〆
本
又
結
御
了
同
置
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
記
・
皿
・
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
）
　
　
Ｏ
Ｊ

【
解
御
】
　
（
主
上
）
解
コ
御
々
装
束
一
了
云
六
、
　
　
（
同
右
．
１
９
．
十
）

　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

５
０
　
【
損
御
】
彼
御
殿
顛
覆
間
、
御
麗
如
何
云
、
一
分
無
二
揖
御
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
９
７
・
十
）

　
５
１
　
【
休
御
】
　
主
上
御
歎
息
無
レ
極
、
悲
泣
不
二
休
御
↓
（
同
右
・
醐
・
↓
）

　
５
２
　
【
労
御
】
　
御
心
地
不
例
、
又
御
腰
労
御
、
太
以
不
便
事
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
０
　
　
　
１
１
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
１
８
．
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
（
ｏ

　
５
３
　
【
拝
御
】
　
主
上
小
拝
御
了
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
１
９
．
一
）

　
５
４
　
【
冷
御
】
　
水
口
太
廣
、
（
主
上
）
無
二
問
断
一
可
二
冷
御
一
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
脳
・
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
Ｏ
　
　
　
（
０

　
５
５
　
【
沃
御
】
　
主
上
猶
沃
コ
御
水
一
云
共
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
２
２
．
十
）

　
５
６
　
【
止
御
】
　
玉
麗
頗
減
気
御
座
云
次
、
沃
。
水
猶
不
二
止
御
一
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
脳
・
一
）

　
５
８
　
【
発
御
】
　
大
内
御
悩
発
御
云
々
、
　
　
（
御
堂
関
白
記
・
中
・
岨
・
」
１
）

　
５
９
　
【
果
御
】
　
就
二
佛
神
事
一
御
祈
願
、
未
二
果
御
一
之
故
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
記
・
醐
・
一
）

　
こ
れ
ら
動
詞
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
の
な
い
「
御
」
も
、
前
節
ま
で
に
見
た

「
御
」
と
同
じ
く
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
語
で
訓
ま
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
例
え

ぱ
、
２
８
【
慎
御
】
の
用
例
と
し
て
掲
げ
た
「
病
事
可
二
慎
御
一
者
」
は
「
其
中
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

井
宮
可
二
慎
御
座
一
云
々
」
（
左
経
記
・
蝸
・
一
）
と
対
応
で
き
、
３
５
【
思
御
】

の
『
御
堂
関
白
記
』
の
用
例
「
昨
佛
経
如
意
不
日
奉
仕
、
悦
思
御
無
・
極
、
是

依
承
行
也
」
（
中
・
５
５
・
刊
）
は
同
じ
く
『
御
堂
関
白
記
』
の
「
御
悩
極
重
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

為
二
他
行
一
心
細
久
思
御
座
」
（
中
・
ｍ
・
刊
）
に
対
応
で
き
、
５
８
【
発
御
】
の

用
例
「
大
内
御
悩
発
御
」
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
「
大
内
御
悩
発
御
座
」
（
中

・
岨
・
↓
）
と
対
応
で
き
る
。

　
こ
の
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
和
語
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
本
節
で
扱
う
「
御
」

と
前
節
で
触
れ
た
存
在
態
有
り
・
居
り
の
意
味
の
「
御
」
と
は
結
が
り
合
う
こ

と
に
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
怖
ミ
〕

　
前
掲
用
例
中
、
２
４
【
奇
御
】
・
２
５
【
悩
御
】
・
２
６
【
揮
御
】
・
２
７
【
忌
御
】
・
２
８

【
慎
御
】
・
３
０
【
歎
御
】
・
３
１
【
煩
御
】
・
３
２
【
驚
御
】
た
ど
心
理
的
情
態
を
意

味
す
る
動
詞
を
上
置
す
る
例
が
多
い
。
し
か
も
、
そ
の
動
詞
の
語
幹
は
シ
ク
活

用
形
容
詞
の
そ
れ
と
関
係
す
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の

訓
み
を
持
っ
こ
れ
ら
の
「
御
」
が
、
本
来
は
「
あ
る
心
理
情
態
で
、
そ
こ
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
と
こ
ろ

が
存
在
態
有
り
・
居
り
の
意
味
の
尊
敬
語
動
詞
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
語
が
動
詞

に
続
い
て
用
い
ら
れ
る
と
、
「
…
…
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
「
…
…
で
あ
ら
せ
ら
れ

る
」
の
意
味
で
敬
語
補
助
動
詞
化
す
る
。
例
え
ば
、

ま
こ
と
の
懸
想
喜
し
か
り
ぬ
べ
き
に
、
さ
う
ぐ
し
う
思
ひ
お
は
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
・
若
紫
）

　
大
将
い
と
わ
び
し
う
聞
き
お
は
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
・
賢
木
）

　
源
氏
の
お
と
ど
も
…
…
心
細
く
事
繁
く
も
お
ぽ
さ
れ
て
、
歎
き
お
は
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
・
薄
雲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

た
ど
の
「
思
ひ
お
は
す
」
「
聞
き
お
は
す
」
「
歎
き
お
は
す
」
は
、
本
来
「
思
っ

て
い
る
（
聞
い
て
い
る
・
歎
い
て
い
る
）
情
態
で
、
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」

の
意
味
で
あ
っ
た
が
、
オ
ハ
ス
は
上
の
動
詞
に
尊
敬
の
意
味
を
添
え
た
も
の
に

す
ぎ
な
く
た
っ
て
「
思
っ
て
（
聞
い
て
・
歎
い
て
）
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
の
意
味

に
変
化
す
る
。
そ
の
「
思
ひ
お
は
す
」
「
聞
き
お
は
す
」
「
歎
き
お
は
す
」
を
漢

字
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
３
５
【
思
御
】
・
３
７
【
聞
御
】
・
３
０
【
歎
御
】
も
同
様

で
あ
る
。
即
ち
、
【
思
御
】
【
聞
御
】
【
歎
御
】
は
、
本
来
「
修
飾
語
－
被
修
飾

語
」
の
構
成
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
御
」
は
そ
の
訓
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系

の
語
の
特
性
に
よ
り
敬
語
接
尾
辞
化
す
る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

前
節
ま
で
に
扱
っ
た
「
往
来
」
「
有
り
・
居
り
」
の
意
味
の
語
を
並
置
し
た
熟

語
中
、
下
位
に
位
置
し
た
「
御
」
が
上
置
し
た
同
義
語
と
の
関
係
で
意
味
が
陵

昧
に
な
り
、
動
詞
と
し
て
の
独
立
性
を
稀
薄
に
し
て
敬
語
接
尾
辞
化
し
た
の
と

は
、
そ
の
成
立
を
異
に
し
て
い
る
。
「
御
」
の
上
接
の
語
が
「
往
来
」
「
有
り
・

居
り
」
の
意
味
に
限
定
さ
れ
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

３
　
　
２

　
「
同
義
語
並
置
」
あ
る
い
は
「
修
飾
語
－
被
修
飾
語
」
の
構
成
の
い
ず
れ
で

あ
ろ
う
と
も
、
敬
語
接
尾
辞
「
御
」
が
、
往
来
あ
る
い
は
有
り
・
居
り
の
意
味

の
動
詞
か
ら
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
和

語
で
訓
ま
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
出
自
が
次
第
に
見
失



わ
れ
、
単
に
尊
敬
の
意
味
を
示
す
だ
け
の
も
の
と
意
識
さ
れ
だ
す
と
、
オ
ハ
ス

・
マ
ス
系
の
訓
で
あ
る
必
然
性
は
失
わ
れ
て
く
る
。
そ
れ
と
同
じ
敬
語
補
助
動

詞
と
し
て
の
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
れ
ぱ
他
の
訓
で
も
不
都
合
で
は
た
く
た
る
。

例
え
ぱ
、
タ
マ
フ
と
訓
ま
れ
た
次
の
よ
う
た
例
が
寛
永
版
本
『
吾
妻
鏡
』
に
あ

る
。

一
姫
君
一
御
目
上
腫
悔
　
　
　
　
　
　
一
粒
世
離
一

御
台
所
井
薯
依
一
嬢
第
　
　
　
　
　
一
放
担
一
畔
一

ま
た
第
一
節
に
掲
げ
た
「
去
御
」
「
下
御
」
の
「
御
」
も
タ
マ
フ
と
訓
ま
れ
て

い
る
。
確
実
な
と
こ
ろ
は
、
管
見
で
は
右
の
江
戸
初
期
の
例
が
最
も
古
い
が
、

あ
る
い
は
平
安
時
代
中
頃
か
ら
タ
マ
フ
と
訓
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
さ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
（
一
〇
一
〇
）
年

十
月
廿
三
日
条
に

　
人
々
会
二
中
宮
御
方
一
御
渡
御
。

と
あ
る
が
、
翌
廿
四
日
条
に
は
同
記
事
を
叙
し
て
、

　
上
達
部
殿
上
人
参
一
宮
御
方
一
有
二
酒
蟹
入
夜
退
出
、
御
渡
給
。

と
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
春
記
』
長
久
元
（
一
〇
四
〇
）
年
九
月
五
日
条
に

　
巳
刻
許
蔵
人
章
行
送
！
書
云
、
従
二
今
朝
一
有
二
玉
誰
不
預
事
一
者
。
又
相
次
有
レ

　
召
、
価
馳
参
、
即
参
二
御
前
↓
此
問
悩
御
、
甚
以
不
便
也
。
女
房
云
、
従
二
卯

時
許
一
悩
コ
御
々
腰
一
御
及
頗
々
也
、
只
今
有
二
御
湯
殿
事
一
而
猶
以
重
悩
給
、

　
以
二
此
由
一
今
朝
遣
二
仰
関
白
許
↓
而
依
二
重
目
一
不
１
被
二
参
入
一
也
、
重
悩
御
由

　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

　
重
可
二
参
啓
暑
。

と
「
悩
御
」
「
悩
給
」
を
混
清
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

詞
の
用
法
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
『
色
葉
字
類
抄
』

　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

賜
錫
御
（
下
略
）
」
（
黒
川
本
）
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。

ｏ
ｏ
　
　
３

敬
語
補
助
動

に
「
給
ク
一
フ
賜

　
と
こ
ろ
で
、
「
往
来
」
「
有
り
・
居
り
」
の
意
味
の
動
詞
を
並
置
し
た
構
成
か

ら
成
る
熟
語
の
下
位
都
分
が
変
化
し
て
、
敬
語
接
尾
辞
化
し
た
と
い
う
出
自
が

忘
れ
ら
れ
る
と
、
　
「
御
」
は
必
ず
上
置
動
詞
に
直
接
結
合
し
た
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
必
然
性
も
た
く
た
る
わ
げ
で
あ
る
。
次
の
よ
う
た
例
が
わ
ず
か
た
が
ら
見
出

せ
る
。宮

■
二
御
曹
司
一
御
、
　
　
　
　
　
　
　
（
御
堂
関
白
記
・
中
・
２
２
・
一
）

　
主
上
乗
輿
出
二
南
殿
一
御
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
左
記
・
２
０
・
一
）

ま
た
、
　
「
修
飾
語
－
被
修
飾
語
」
の
構
成
の
熟
語
の
下
位
部
分
が
変
化
し
た
も

の
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
見
出
せ
る
。

　
（
主
上
）
今
夜
着
二
御
直
衣
一
御
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
記
・
５
３
・
一
）

　
（
主
上
）
沃
！
水
御
無
二
問
断
一
云
々
。
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
独
・
一
）

　
上
皇
御
慣
、
頻
悩
二
叡
慮
一
御
。
　
　
　
　
　
　
（
吾
妻
鏡
・
一
・
２
８
・
↓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
１

先
帝
没
二
海
底
一
御
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
一
．
１
４
．
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
　
　
　
一
１
０

将
軍
家
叙
二
従
二
位
一
御
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
．
三
．
１
６
．
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

　
こ
の
よ
う
に
、
　
「
動
詞
十
補
語
十
御
」
の
彩
を
取
る
時
、
　
「
御
」
は
す
で
に

敬
語
接
尾
辞
と
い
う
よ
り
、
敬
語
補
助
動
詞
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
形
の
上
か
ら
示
す
こ
と
に
た
る
。

　
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
「
令
十
動
詞
十
補
語
十
御
」
の
移
を
取
る
も
の
が
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
リ
　
　
Ｏ
）

　
初
齋
宮
令
レ
入
二
野
宮
一
御
云
々
。
　
　
　
　
　
　
（
吾
妻
鏡
．
三
．
２
２
．
十
）

　
将
軍
家
令
レ
夢
一
前
右
馬
権
頭
亭
一
御
。
　
　
　
　
　
（
同
右
・
三
・
蝸
・
〃
）

　
賢
所
神
璽
令
レ
着
二
今
津
辺
一
御
。
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
・
一
・
醐
・
↓
）

　
（
天
皇
）
雄
二
令
。
逃
。
事
御
↓
於
二
天
責
一
如
何
。
　
　
　
（
春
記
・
８
０
・
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
１

　
（
院
）
唯
可
下
令
レ
垂
二
賢
察
一
御
〃
　
　
　
　
　
（
吾
妻
鏡
．
一
．
１
０
．
刊
）

将
軍
家
御
泡
瘡
、
頗
令
レ
悩
二
心
神
一
御
。
　
　
　
　
（
同
右
・
二
・
棚
・
↓
）

　
（
将
軍
家
）
価
令
レ
佐
二
其
意
趣
一
御
之
処
、
　
　
　
（
同
右
二
丁
舳
・
刊
）

　
三
帝
両
親
王
、
令
レ
懐
二
配
流
之
恥
屠
一
御
哉
。
　
　
（
同
右
・
二
・
仰
・
↓
）

　
こ
の
よ
う
な
「
令
十
動
詞
十
補
語
十
御
」
の
捗
を
取
る
「
御
」
は
記
録
体
に

し
か
見
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
た
彩
を
取
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
和

文
体
の
影
響
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ぱ
、

　
ａ
　
八
目
、
高
陽
院
焼
亡
、
天
皇
渡
コ
御
冷
泉
院
一
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
錬
抄
猷
脂
に
牌
）

　
ｂ
　
太
弟
入
コ
御
西
封
休
慮
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
右
記
加
柚
ぜ
旭
畔
）

　
Ｃ
　
今
暁
上
東
門
院
自
二
大
内
一
出
一
御
院
西
封
↓
　
　
（
左
経
記
服
號
沖
畔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

の
記
事
は
『
栄
花
物
語
』
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。

　
〆
　
あ
さ
ま
し
き
事
は
、
正
月
八
日
又
焼
げ
ぬ
。
冷
泉
院
に
ー
内
・
中
宮
と
渡

　
　
　
ら
せ
給
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
六
）

　
ｙ
　
（
春
宮
）
寝
殿
に
南
面
よ
り
入
ら
せ
給
て
、
御
座
に
つ
か
せ
給
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
三
）

　
ｄ
　
女
院
も
京
極
殿
に
出
で
さ
昔
給
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
三
）

「
渡
御
」
「
入
御
」
「
出
御
」
と
い
う
語
は
、
和
文
体
で
は
「
渡
ら
せ
た
ま
ふ
」

「
入
ら
せ
た
ま
ふ
」
「
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
い
う
言
い
方
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
御
」
に
よ
る
待
遇
度
が
和
語
「
す

（
さ
す
・
し
む
）
十
た
ま
ふ
」
と
い
う
二
重
尊
敬
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
和
文
体
で
の
「
動
詞
十
す
（
さ
す
・
」

む
）
十
た
ま
ふ
」
に
対
応
す
る
記
録
体
で
の
一
般
的
た
表
記
は
「
令
十
動
詞
十

給
」
で
あ
る
。
こ
の
「
令
十
動
詞
十
給
」
の
「
給
」
字
に
か
わ
っ
て
、
オ
ハ
ス

・
マ
ス
系
の
語
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
タ
マ
フ
と
も
訓
ま
れ
る
よ
う
に
た
っ
た

「
御
」
字
が
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
令
十
動

詞
十
（
補
語
）
十
御
」
の
捗
で
「
御
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
天
皇
・
上
皇
・
先

帝
・
将
軍
家
・
三
種
の
神
器
・
齋
宮
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
、
さ
ら
に
低

い
身
分
の
者
に
ま
で
使
用
さ
れ
る
「
給
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
っ
ま
り
、
公
式

令
で
観
定
さ
れ
た
と
推
測
し
た
使
用
範
囲
は
や
や
緩
み
な
が
ら
も
、
依
然
と
し

て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。



ｏ
ｏ
　
　
４

　
一
方
、
動
作
を
表
わ
す
語
に
直
接
結
合
し
て
熟
語
の
秒
を
保
つ
も
の
も
衰
え

ず
に
更
に
多
用
さ
れ
続
げ
る
（
表
参
照
）
。
そ
の
う
ち
特
に
使
用
頻
度
の
高
い

「
還
御
」
「
遷
御
」
「
入
御
」
「
出
御
」
「
渡
御
」
「
崩
御
」
な
ど
は
、
主
語
も
補

語
も
取
ら
ず
、
そ
の
字
面
だ
げ
で
次
の
例
の
よ
う
に
一
種
の
符
号
の
よ
う
な
使

わ
れ
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
頃
之
参
レ
内
、
御
齋
食
供
居
、
先
レ
之
僧
供
、
上
達
部
麟
居
了
、
出
御
、
次

　
有
レ
召
、
内
府
以
下
余
以
上
着
二
御
前
座
一
次
大
僧
正
有
１
召
着
■
座
、
御
斎
食

　
了
僧
退
、
次
入
御
、
公
郷
退
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
経
記
・
１
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

こ
の
よ
う
に
、
多
用
さ
れ
て
字
面
が
固
定
化
さ
れ
、
一
種
の
符
号
の
よ
う
な
使

わ
れ
方
が
可
能
と
な
る
と
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
語
は
字
音
読
み
さ
れ
だ
し
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
で
に
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
に
「
還
御
ク
ワ
ソ
ギ
ヨ
」
「
渡
御

ト
ギ
ヨ
」
の
例
が
見
え
る
が
、
次
の
例
も
字
音
読
み
の
古
い
方
の
例
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
自
二
高
倉
東
門
一
入
」
御
．
御
寝
殿
一
了
、
　
　
　
　
　
　
（
春
記
．
４
６
．
刊
）

　
猶
撤
二
御
膳
一
之
後
、
令
二
還
御
一
給
可
レ
宜
事
也
、
　
　
　
（
同
右
・
閉
・
刊
）

　
さ
ら
に
和
漢
混
清
文
や
和
文
の
中
に
も
字
音
読
み
さ
れ
た
「
還
御
」
「
崩
御
」

「
帰
御
」
な
ど
を
見
出
す
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ソ
ギ
ョ

　
然
レ
バ
王
宮
ヨ
リ
使
来
テ
還
御
ノ
遅
キ
事
ヲ
奏
ス
。
　
　
（
今
昔
物
語
集
）

さ
て
都
に
は
伯
者
よ
り
の
還
御
と
て
世
中
ひ
し
め
く
　
　
　
　
　
　
（
増
鏡
）

　
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
ギ
ヨ

　
上
皇
つ
ゐ
に
崩
御
な
り
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
家
物
語
）

　
　
　
　
　
　
キ
ギ
ヨ

　
国
母
定
め
て
帰
御
の
志
あ
ら
ん
歎
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
平
盛
衰
記
）

こ
の
よ
う
に
和
漢
混
滝
文
や
和
文
の
中
に
も
字
音
読
み
の
語
が
使
わ
れ
だ
す
の

は
、
確
か
に
漢
語
が
固
有
の
国
語
よ
り
簡
潔
で
丁
重
だ
と
い
う
観
念
が
あ
る
か

ら
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
本
来
固
有

の
国
語
を
託
し
て
い
た
も
の
が
多
用
さ
れ
て
字
音
読
み
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

生
の
漢
語
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
一
種
の
和
製
漢
語
を
選
択
し
た
の

で
あ
る
。

あ
と

が

き

　
オ
ハ
ス
・
マ
ス
系
の
語
の
訓
み
を
持
つ
動
詞
「
御
」
を
源
と
す
る
流
れ
を
あ

と
づ
げ
る
こ
と
に
急
で
、
そ
の
流
れ
を
生
ん
だ
力
に
対
す
る
考
察
が
熟
し
て
い

な
い
点
不
充
分
な
も
の
と
た
っ
た
。
と
り
わ
げ
、
漢
語
熟
語
の
構
成
に
対
す
る

理
解
が
中
国
と
目
本
と
で
異
た
る
点
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に

っ
い
て
は
、
調
査
対
象
を
か
え
て
後
稿
に
期
す
っ
も
り
で
あ
る
。

　
た
お
、
末
尾
に
本
文
中
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
用
例
を
含
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
の
使
用
頻
度
を
示
す
表
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
－
す
る
。

七
九
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敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

注
◎
　
拙
稿
「
六
国
史
に
お
け
る
『
御
』
と
い
う
字
の
動
詞
用
法
に
つ
い
て
」
（
同
志

　
　
杜
国
文
学
・
１
４
）

　
◎
　
土
井
忠
生
訳
注
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
五
七
〇
頁

　
　
　
　
『
侃
文
韻
府
』
に
収
載
す
る
も
の
は
熟
語
・
成
句
雑
多
で
あ
り
、
難
解
た
も
の

　
　
が
多
い
た
め
、
一
々
原
典
に
あ
た
り
、
そ
の
注
釈
書
等
を
参
考
に
し
た
。
た
だ
一

　
　
々
の
用
例
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
、
同
一
用
例
で
も
注
釈
書
問
で
相
異
な
る
語

　
　
構
成
に
解
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
適
宜
判
断
し
た
が
誤
り
は
ま
ぬ
が

　
　
れ
ま
い
。

　
＠
　
こ
の
「
幸
御
」
と
ｏ
↓
の
中
の
「
幸
御
」
は
同
義
語
並
置
と
い
う
熟
語
構
成
は
同

　
　
じ
だ
が
、
意
味
に
お
い
て
は
「
寵
愛
す
る
」
と
「
往
来
」
と
で
あ
り
異
た
る
も
の

　
　
で
あ
る
。

　
◎
　
「
平
安
時
代
和
文
に
お
げ
る
漢
語
を
構
成
要
素
に
も
つ
語
彙
に
つ
い
て
」
（
東

　
　
洋
大
短
大
紀
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ハ
ツ
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
◎
例
え
ぱ
、
「
遠
居
御
所
、
行
レ
政
不
レ
便
、
宜
レ
御
二
近
処
一
」
（
書
紀
．
後
．
３
１
．

　
　
↓
）
、
「
天
皇
脱
履
、
御
レ
閑
之
目
」
（
続
後
紀
・
胴
・
刊
）
、
「
擬
レ
還
二
五
條
宮
一
暫

　
　
御
二
大
臣
第
一
為
レ
避
レ
忌
也
」
（
三
代
実
録
・
２
５
・
刊
）
た
ど
。

　
＠
　
　
『
倭
訓
栗
』
に
「
た
ま
ふ
　
給
ノ
字
賜
ノ
字
た
ど
を
よ
め
り
。
（
中
略
）
今
は

　
　
貴
ふ
詞
と
た
れ
り
よ
て
、
御
ノ
字
を
よ
め
る
事
東
鑑
に
も
み
え
た
り
。
」
と
あ
り
、

　
　
『
同
』
増
補
語
林
に
は
「
た
ま
ふ
と
云
詞
に
三
句
の
品
あ
り
、
一
に
は
御
衣
を
た

　
　
ま
ふ
御
酒
を
た
ま
ふ
な
ど
二
云
は
賜
ノ
字
、
又
給
ノ
字
、
二
に
は
貴
人
の
事
を
い

　
　
ふ
に
、
見
た
ま
ふ
聞
き
た
ま
ふ
出
で
た
ま
ふ
た
ど
二
云
は
御
ノ
字
也
（
下
略
）
。
」

　
　
と
あ
る
。

　
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
主
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
六
国
史
・

　
四
鏡
・
『
百
錬
抄
』
『
吾
妻
鏡
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
普
及
版
の
あ
る
も
の
は
そ

　
れ
を
利
用
、
『
吾
妻
鏡
』
は
必
要
に
応
じ
て
寛
永
版
本
を
用
い
た
。
）
公
家
日
記
は
大

　
日
本
古
記
録
・
増
補
史
料
大
成
。

八
二
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